 RoBoHoNによるプログラミング実習    2021玉川聖学院 情報科
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情報システムのもととなるのが、コンピュータプログラムである。今回はRoBoHoNでプログラミングを学ぶ。
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□ コンピュータに何か処理を行わせるには、コンピュータに対して 処 理 手 順 [1]を指示しておく必要がある。  　この処理手順のことを アルゴリズム [2]という。
□ コンピュータに実際に処理手順を与えるときには、アルゴリズムを プログラミング言語 [3]で表したプログラム [4]を用いる。
EX.) 代表的なプログラミング言語　※2020年度20代で稼げるプログラミング言語ランキング順
R言語, Scala, Objective-C, COBOL, Perl, VC・VC++, Python, Swift, Ruby, Go, SQL, PL／SQL, C++, C, VB, C#.NET, Java, JavaScript, VB.NET, PHP, F#
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· 例えば2本のキュウリを切るとき、切り方によって作業は効率化されるのと同じように、コンピュータ上で実行されるプログラムも、アルゴリズムしだいで処 理 効 率  [5]が大きく変わる。
  Ex.) 素数を求めるプログラムでも「順次処理」に比べ、「エラトステネスのふるい」だと格段に処理が速い！
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· アルゴリズムは言葉だけで表現するのは限界があるため，　フローチャート　 [6] を用いて表すことが多い。
· フローチャート…アルゴリズムを図形や線、矢印などを用いて視覚的にあらわしたもの。原則として、各処理の流れを上から下、左から右に記述し、流れを明示する場合に矢印を用いる。
処理　　　　　　　条件分岐　　　　流れ　　　　入出力　　ループ端　　　　　　      端子（最初or最後）　　　[image: image7.jpg]ROR!;PC:HE)N Blocks JavaScript
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Ex.) 「じゃんけんのフローチャート」と「銀行ATMのフローチャート」

□ プログラミングの骨となるアルゴリズムの基本構造は以下の３つである。


□ 景井美帆さんが機械と人間の関係性を変えていくことをテーマに開発したSHARPのモバイル型ロボット電話「ロボット＋電話＝ロボホン」2016年5月26日以来販売されている。歩いたり、踊ったり、AIを利用して会話したりできる。⇒ 今回は「ロブリック」アプリを使用し、iPadのSafariからブロックプログラミングしてみよう！
①[#1～#10] 192.168.21.162:18001　　          ②[#11～#15, #21～#25] 192.168.17.27:18001

③[#16～#20, #26～#30] 192.168.17.26:18001　　 ④[#31～#40] 192.168.17.24:18001
 実習  ロブリックを使って以下のプログラムをしてみよう！
準備⇒PC：「Work(U:)　\ 共通 \　　　　　　」⇒Chromeで開く⇒2020「RoBoHoNプログラミング」
実習① : ロボホンにダンスをさせる（演示を見る）　※ダンス、逆立ちは電池消耗が激しいので禁止！！
　⇒ココロプランに加入することで、ネットワーク経由でクラウド上の最新のAIに繋がる。
実習➁ : iPadのSafariからロブリックに繋ぎ、Step1:計算・変数「Exercise1-1:計算」をやってみよう！
実習③ : 「Exercise1-3：サイコロを振る」をやってみよう！
□ 演習１: 「Exercise1-5：年齢予想ゲーム」を5分以内にやってみよう！⇒ 時間内にできた人は加点
実習④ : Step2：条件分岐「Exercise2-2：今日の晩御飯は？」を演示を見ながらやってみよう！

□ 演習２: 「Exercise2-1：サイコロ　再び」を5分以内にやってみよう！⇒ 時間内にできた人は加点
実習⑤ : Step3：繰り返し処理
「Exercise3-3：20年後の預金額」
を演示を見ながらやってみよう！
□ 演習３: 「Exercise3-1：夢想花」を5分以内にやってみよう！⇒ 時間内にできた人は加点
□ 演習４: 「Practice1-1:年齢予想ゲーム再考」を10分以内にやってみよう！⇒ 時間内にできた人は加点
　　　アルゴリズムとプログラミング





１





　　 アルゴリズムによる効率化





２





　　 フローチャート





３





　　 アルゴリズムの基本構造





４





分岐　構造





順次　構造





反復　構造





　　 RoBoHoNとは





５








